
日本列島の生い立ちをさぐる

④日1

河合正虎

V3白亜系る.第53図は鯖竜の仲間のプロトセラトプス月物α一

ジュラ紀で繁栄した爬虫類は白亜紀にも引きつづいて棚｡か〃必洲∫{GRANGER&GREGORYの卵の化石

栄えた.恐竜の仲間ではチラノゾウノレス乃榊〃｡舳4舳である.1923年7月R.C.ANDREWsを隊長とした

が最も有名である.北アメリカの白亜紀後期の地層か中央アジア探検隊によってモンゴｰルで発見されたも

ら年する･卿9軍にこれを示す･全長が15m高さのである･卵の長さ約25cm円形に10～15コが生み

が6mといわれる.日本の白亜紀恐竜では1963年(昭落されていてたかには幼体の骨さえあった発見され

和38年)長崎県高島炭鉱の竪坑からカモノノ･シ恐竜に屑た卵は合計25コといラ.ある場所ではプロトセラトプ

するトラコドン乃肌ん060η(=Hαみ05伽舳)の骨格がスの巣と共に化石に狂った他の骨格カミ発見されてこの

得られた.第51図にトラコドンの復原図をかかげた.ものは卵を盗みにきたと見傲されて卵泥棒竜オビラ

この仲間は水棲または両棲で口は噴状皮膚には鱗がプトｰル(σ"ψ工0け"06伽妙30SBORN)と名付け

あり水かきをもち体長は10㎜近い.カナダ西部かられている.

らミイラになって発見されている.南樺太の旧川上炭

鉱産の日本竜N妙｡〃｡㎜･〃洲伽1吻脇3η∫{∫NAGA0も地質時代の決定にたいへん役立っているのは何といっ

この仲間で標本は北海道大学に保存されている.第ても菊石であろう.多くの属や種に分かれていて個

52図にこれを示す.高島産のものはこれと同種といわ体数が豊富で生存期間カミ短く特徴的汰ものカミ多いの

れる.で細い時代の対比に有効である.第54図にDesmoce･

誘が少しそれるカ壌古も白亜紀恐竜の重要な産地であrataCeae科とそれに関係したものの進化の系統図を示す.
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第52図南樺太旧川上炭鉱浦河統産目本竜

1V妙ク｡拠08α舳硲醐｡伽〃刎榊身∫一VλG月0

の骨格(長尾巧1936原図)
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珍しい菊石には巨大な殻をもったり縫合線が進化し

て極端に複雑化したものさらに再び退化して単純化す

もの殻の巻き方に異常が現われて巻きがとけだり妙

恋形になったりして進化の終極の段階における異常性

が見られる.巻きの異常柾ものには第55図のW妙｡〃み

.加5カミある.これは奇型でも変形したものでもない.

イノセラムス肋06舳榊刎はカキの仲間に近いもので現

世には生存していない.三角貝TrigOnidsと共に白亜

系の時代決定には大変に役立つ｡便宜酌に書ユラ系の,

項で示した石徹白層群などから産する半賊半淡棲の貝化

石の〃を0れ{0肋ぷ孟〃伽0伽ケ0およびN妙0戸10舳伽

等は東アジアの特産である(第40図参照).

ジュラ紀から出現した被子植物は白亜紀に入って大い

に栄えた.ジュラ紀後期と白亜紀前期との間の植物化

石には大差がなく手取累層鮮の九頭竜と石徹白両層群

とは最近まで1つの手取層樺と見徹されていたが双方

から出る植物化石にほとんど差がなかったこ1とも1つの

原因である.白亜紀後期になると新生代型の潤葉樹が

現われはじめる.毬果植物では第三紀のはじめの頃の

ものとよく似るがやや型が古い.それ故に植物化石

からみると白亜紀は古世と新世とが判然と区別できる.
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〃例印加θ他5腕き榊出

切吻YABE

北海道浦郡河浦河産(国

立科学博物館陳列品)

劣遡3差ダ葛益義0む漬ダ皿7Sp.

北海道目高圃浦河浦河統産

(国立科学博物朗陳列編1)

1V1毒力カ｡〃まεs〃〃7".

棚ゐYABE北海道

三笠市桂沢産(国立科

学博物館陳列品)

北海遺粛別川中

綿黒ゾ層僻主部産

(地衛調査所陳列

品)�



Coωεoε〃鮒α5加〃｡α刎(JlME0)

北海道幾春別三笠層産(松本達郎1957原図)

ム椛αμcんψお｡砒5舳伽帥オ(Yo亙0Y^MA)

北海道日高国浦河統産(松本達郎1953原図)

脇肋蜘壽'榊馳釜㈱1重鰍測｡b｡｡

北海道天塩国アベシナイ下部ヘトナイ統産(松本達郎19弼原図)

伽ε8舳ε8㎜洲舳8(HAY^s舳anaF眺^D^)

北海道幾春別産(松本達郎1965原図)

寸ταムαω〃θ8τωσ1加｡カe8(YA胴)

北海道日高国浦河下部ヘトナイ統産(松本達郎1955原図)

刀ε舳･㈹(P･ω∂･伽桓ε〃α)㈱脇

MATsl㎜0T0北海道天塩国中部エゾ層群産

(松本達郎1953原図)

Cα㎜6･㏄㈹･伽洲･･刎M蝸㈱｡o

北海道天塩国下部ヘトナイ統産(松本達郎1953原図)

Co〃掴刎｡冊比〃ωωoo〃g切r{

あ桃〃ε(AND駅s㎝)北海道米

塩国佐久層産(松本達郎

1965原図)

肌伽加･加･伽川｡｡｡｡』｡｡｡

北海道天塩国芦別谷上部エゾ層群産

(松本達郎1955原図)�
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〃ε舳｡伽〃伽･伽〃･伽(F･醐§)

南樺太(北海道天塩)下部ヘトナイ統産

(松本達郎1955年図〕

(Y佃E&SHlM』zu)天草姫浦層群産(松本達

天草姫浦層群産(松本達飢植田芳郎1962原図)郎･植田芳郎1962原図)
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欝

月αc〃伽58e加冊桃ε

M^丁舳0T0北海道夕張市

上部エゾ層群基底都産

(松本達郎,小畠郁生1963原図)

G･竈岬㎝伽･伽汕洲

YoUNc鹿児島県出水郡獅子島

御所浦層群産(松本達郎

1960原図)

8㏄1α州ε5〆伽ん0舳北

W亜1㎝T&M^TsuM0T0

北米カリフォルニア上

部白亜系産

(松本達郎1959原図)

(Y畑E)北米カリフォルニア

上部白亜系産

(日本では

北海道上部浦

河統産)(松本

蝋伽榊"“㈱･επ･…･W㎜･削&M･･s･M⑪T0,

薬1北米カリフォルニア上部白亜系産

(松本達郎1959原図)

8C伽"㏄舳“α㎝10曲3

(M州丁肌)北海道石狩国幾春別谷三笠層産

(松本達郎,小畠郁生1963原図)

〃あ㏄舳5岬犯0臥

(?)アラスカ白亜系

産(松本達郎1959原図)�



日本の白亜系の時代区分

白亜紀の時代区分はヨｰロッバの標準に合わせるの

が望まレいか地層の発達状態とか化石の種属とかでは

日本と外国とでは幾分異だっている.それ故に日本の

地質時代の区分は日本の地質に適し化石帯の識別も

標準化されると具合がよい.そして最終的に日本の標

準を外国の標準に全体として比較すればよいであろう.

日本の標準化の試みは松本教授によって第8表のよう

に試みられている.これは菊石やイノセラムスを主体

として化石帯を区分したものである.これは海成層に

有効であるが非海成層を結びっけるには広島大学中

野博士の研究されている三角貝が重要である.

日本列島の白亜系は(南樺太のものも併せて)胃本

の中生界で最も詳細に研究されているし地質も非常に

分化してきた.北海道大学の故長尾巧教授立命館大

学の故江原真伍教授東北大学の矢部名誉教授東京大

学の小林名誉教授九州大学の松本教授等の諸先生の努

力は大きい.最近では松本教授の化石帯の識別は世界

的でこの点では同本が標準地の1っともいえよう｡

高知統(領石統)

白亜系を上下に2分し最も古い地層である.この

時期に日本では半臓半淡成の地層が多い.北海道には

化石によって時代カ湖瞭狂白亜系の下に下部蝦夷層灘

第8表白蛭紀産

やさらにその下に空知層灘があって高知統に相当す

るものもあるがこれらの堆積したところは死の世界だ

ったらしく化石に乏しくて時代の決定がむずかしい.

や童のかみ

高知県の一部には浅海成層(山神層)があって三角貝

の1Vψ少｡〃肋㎏伽伽〃舳〃1α7〃ガ(YEHARA),1!V.雇肋4･

61由舳(Y0KOYAMA)三P肋η炉嬉0閉あク06泌伽τ7"ゐ

1var.ツ"〃伽｡肋〃酬曲KOBAYAsH互鼠ndN舳NO,

肋赫確｡舳ツ劫倣ガKO眺YASHIの組み合わせによ.

って時代の決定がなされている｡頒石統としては領

石層群産特有の多くの半裁半淡棲異化石と植物灘とによ

って特徴づけられる｡これらの動植物灘は必ずしも高

知統芯けに限って競われるものではないが上部ジュラ

系と後の有田続との間の中間の地層として時代が決定さ

れる.

有田統(大臨統)

地層としては高知県の下部物部川層灘で代表され徳

島県の羽蒲層和歌山県の有田層北上山地の大島層も

これに相当する.菊石では1〕〃脇θZ伽,月〃拙ψ伽3

(R吻ゐ伽〃伽〃1{α),13σ㈹･曲5,8タ･ω柵･1切･舳3,

H"〃〃舳等カミあって国際的な対比た役立っている.

宮古統

北上山地の宮古付近の浅海成層で代表される.ただ
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し上部階は北海道の中部蝦夷層灘で代表したがよい.

F部階は菊石のP〃湖1ゆ腕3,ん伽肋06ψ腕5α一3Z0'

〃五0㈹∫など上部階では刀ω〃肌ω伽(S.S｡),M｡物一

沁ω伽(S.S.),HψoZ伽3などで示される.宮古統

の三角貝はW砂011加担｡〃α∫α加1〃｡肋〃必(YEHARA),

P施グ｡かを｡〃αゐ肋〃α5"〃伽あ(YEHARA),1).居｡工〇三

(YEHARA),Rツ｡尾｡ツα刎〃(YEHARA),A6舳肋｡かを｡〃加

閉01伽舳(YEHARA)等で代表される.

ギリヤｰク統

北海道の中部蝦夷層群の上半部の三笠砂岩などで代表

される.上部白亜系の最下部である.上部白亜系の

海成層は菊石イノセラムス三角貝等が豊富で第8表

に代表種が示されている.三角貝もギリャｰク統には

H麻0炉を0肋,がα切確0･!加,86αろ0戸0か毎0肋,ん俳

伽炉な0肋讐の幾つもの特有種が現われている.

浦河統

北海道の上部蝦夷層灘の主部で代表される.ギリャ

ｰク統につづき菊石イノセラムスが繁栄し上位のヘ

トナイ統と共に異常型のものも多い.三角貝にもヘト

ナイ統と共に特有の種類カミある.

へトナイ統

北海道の函淵層灘等で代表される.動物化石には衰亡

前の特殊化したものが多い.第55図に菊石の若干を示

す.

2日本の白亜系の概要

目本の白亜系は第56図に分布が示される.深成岩類

や噴出岩類については除いてある.第9表に日本の白

亜系の対比表を掲げる.第57図は松本教授による日本

如図一｡〆
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を含む周辺の白亜紀の古地理を示したものである.

日本列島は古生代の終り頃からその姿を現わし時代

と共に漸次に現世のものに似てきた.その間には幾つ

かの地殻変動もくり返された.白亜紀の地殻変動は中

生代のうちで最もはたはだしいものであった.この変

動は周本列島の荒仕上ともいえよう.一部の地域を除

くと地史は細分化してはたはだ複雑になった.日本

の白亜系は北海道東北目本西南目本外側および内

側に大別され外側では秩父黒帯(中列)と四万十帯(南

列)内側では北列と中軸部とに大きく区別される.

3北海道

A中軸部

北海道から樺太にかけての脊梁部は1つの造山帯であ

りまた後期中生代ではその前身の地向斜(エゾ地向斜)

をつくっていた.北海遣では中生界の下限は未詳で

先中生界とされたものは大部分が多分ジュラ系である.

それから横に向って移り代って橿曲したり変成岩のあ

る地帯は地殻変動の激しかったところでもめたり変

成したものと見微されてきた.

空知層群

海底の塩基性火山による凝灰岩や熔岩火山質砂岩

珪質頁岩放散虫チャｰト等を主体とする厚い地層で

島巣型石灰岩を伴う.上部ジュラ系から最下部白亜系

にわたると思われる.

下部蝦夷層群

基底部に礫岩カミあって空知層群とは断層または整合

(?)である.砂岩や頁岩からなり上部に礁状のオノレ

目本の白亜系の分

布図(深成岩と火

山岩を除く)〔松

本達郎1963による

一部追加)

川姻珂湊

･墓銚子_｡

ψ第57図

縄～白亜紀の古地理図

佛〔松本達郎1966原

紗･海成層図〕

⑳｡非海成層

艘空知･四万十層群とその相当層

一･一･おもなる地質区の境

500㎞

'二･二=;障.'''

菱葦義一震･..＼

島一･･…＼

二11織.､ξ㌧

目

圏

麗

囲

鰯

也城

盆地

た1よ

島�



一'60一

策9表周本の白亜系の対比表

東北u本

北海道

巾軸部

石狩11

など

幽淵輔肺〃

籍

上部エゾ胴鮒円

蓋

40n伽煤

維

鶴ト｡｡｡｡r一

榊ノ

エ下

厨1醐帯

酢ザ

1300欄･

空点州州

知

層

群

上

南部

阿関

武北東

隈部

那

白水榊螂別

珂淡

噺

靴900

大

榊榊

一理｡

相小山

胴層

鵯

踊

群

銚7

チ

層

す

万

紀伊

赤石

葉都卵搬

瀬戸ヨ川

層騨

�

伏

脚

臓

群

仏富

層層

群群

��〰

一一?一一一一?宍

覆昔雛詣

鰍異黒

㌵〰

..?一･

舟

川

囑

群

外

帯

禽知

冊ノロ幅

など

�

荷･1･

酬村

婦臓

〰�〰

.ザ･'

?須

崎

樋

暦.1

馴

葉1

層山1

1幾

祭1

奈｣'

路

層

↓2200

�

`一亙'

間

累池

脇

ビトリナ石灰岩を含む.下部は一般に砂岩にとむ.

厚さは主夕張で1300mである.

中部蝦夷層群

下部に礫岩砂岩を伴って非整合の関係で下部蝦夷

層弾の上にのっている.堆積の中央部の厚い所は2800

m暗色の泥岩を主体として時々菊石が見出される.

西翼部の石狩炭田では上部が浅海性の三笠砂岩とたる.

三笠砂岩は三角貝を多く含む部分や少狂い部分もあり

または礫岩になったりして岩質が変化する.夕張や天

塩の山脈地帯に近いところでは最上部に佐久層があっ

て砂岩砂質泥岩の互層となり..菊名やイノセラムスを

多産する.

^硯緕趣蟹巧崔葦鞍

/言

膳

は

�

匿ヨエ嚢2圏3圏4E三ヨ5目6

第58図北海道･樺太中軸部白亜系の鰯序概念図

(松本達郎1963による)

地向斜西半部の化石層序上の峻式地をほぼ南北に切った断面

水平距離に比較して垂直距離は拡大されている

0.鬼刺･空知圃碑I:下部エゾ層沸1I:中部エゾ層群

皿Am:その主部の頭石類桐皿丁:三笠砂岩層IIk:川北層

灘1工g:佐久層皿上都エゾ層滞〕V函淵層癖1IAm+皿:

美保層鮮

上部蝦夷層群

中部蝦夷層灘に整合する.主として泥岩からたって

いる.浦河統を主体とするカミ場所によっては中部エ

ゾ層群と同時代で異相のギリャｰク統上部階の部分も

含む.厚さは標準地で1000mギリャｰク流を含む

部分では2800mに達する､

函淵層群

上部エゾ層灘と岩質カ童急変して礫岩からはじまるとこ

ろや整合で漸移することもある.長さは400～900㎜

で礫質の浅海成層である.動物化石のほかに植物化

石もある.炭質頁岩や凝灰岩も含まれる.

第58図は松本教授による北海道樺太中軸部の地向斜

における白亜系の層序概念図である.これよりも正確

なものカ溌表されているカ…概要を把握しやすいために

本図を掲げておく.これに示されるように岩相が種々

に変化していて白亜紀初期中期末期頃にわたって

地盤が動揺し粗粒な部分を含み岩質に変化をもたら

せたと考えるI中軸部の目高山脈地帯で変成作用を伴

なった白亜紀から第三紀にわたった大地殻変動の目高造

山運動の影響をうけたものであろう.第59図に目高造

山によって生じた中軸部の模式断面図を示しておこう.

週北海道東部

根室釧路地方の白亜1系は中軸部とは違った地層の発�
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達カミ見られる.この付近のものは根室属群とよばれウェンナイ下部層同上部層アナマ層内路層礼文

ヘトナイ統を主体とし幾つかの安山岩を主とした火山岳層と整合関係で順次に重なって中央部付近で南北性

活動を示す物質を含み下限は未詳上限はことによるの比較的にゆるい向斜構造があるが東側では内路層よ

と古第三紀最初期を含むかも知れない.主体は泥岩おり'下位のものは現われない.

よび砂岩からなって下部に凝灰岩を挾み上部には礫

岩を含む粗粒な部分がある.厚さは2000㎜内外また地蔵岩層は安山岩ないし班岩質の凝灰岩や角礫

は3000mをこえると考えられる.岩などの火山砕層物と粘板岩または硬い砂岩との互層か

らなっていて厚さは150mをこえるが下隈は海に没

C北海中軸部の酉側していてわからない.菊石のC7{06ω伽ξおよび

中軸部の西側でも次第に地質カミ判明してきているが1･〃Z伽Z伽ξが発見されていて白亜系最下部(Barre･

まだ未知のところも多い.北部の礼文島では北海道地皿ian)と考えられる.

下資源調査所の長尾捨一博士(1963)らによって十分研

究され礼文層灘とよぱれる.この付近の地層は樺太ウェンナイ下部層は地蔵岩層よりもさらに火山

のヘトナイ世の竜か瀬層群に当ると考えられたことがあ砕屑物にとむ地層で厚さは400mである･ウェンナ

った.島の西側にほ最下部の地蔵岩層からはじまりイ上部層も岩質および厚さが下部層と同様であるカミ非

→WKG止･

第･･図Q･｡･p･…＼'…εb･Gb･1･･胴

北海道の目高造山運動によってでき1

た地質断面図の2例

A目高帯神居古潭帯とそれら

の西縁の地域の断面図

Hd:周商層騨Gb1～Gb3.はん

れ憎犬きくみてこれら学;つの

グルｰプに分げられるGr.花闘岩

Mi9:ミグマタイトこの外側には

鐙ホ雛暮燃麟鱗｡1016.lo.一`'l050㎞

砦肩がある花簡岩はミグマタイトW
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常に石灰質で化石を産出することが異る.ノ･イド回ゾ

ァサンゴ轟虫類在とが知られノ･イドロゾァの助｡借

わ〃lolψαα曲此αYABE&SUGIYAMAその他は鳥巣

石灰岩や宮古層群の01切｡伽α砂岩のものと近縁性が

ある.

アナマ層は凝灰質の砂岩や頁岩と火山砕屑岩と

からたる地層で厚さは400㎜でZα榊幼"ツ〃〃〃みτπ･

6加舳刎DKRによく似た植物化石が得られた.

内路層は琉岩質の火山砕層岩にとむ地層で一部

に玉葱状集塊岩があるのが特徴といわれ厚さはおよそ

600mある.

礼文岳層は内路層によく似るか安山岩質の火山

砕層岩にとむ礫質の地層で厚さは500mありそれよ

り上位は削剥されている.礼文層群は化石によって

最下部を含む下部白亜系である.

さらに南方の樺戸山地や渡島半島部などの古い地層は

かつて北上山地の古生界の連続と見徴されたものである

が北部北上山地にジュラ系や白亜系が発見されまた

北海道西部の各地の研究が進むにつれジュラ記を含む

中生界を主体としたものであるとみ粗されるに至ってい

る.

最上部のイソクサ層および阿武隈山地の相馬層群の小山

田層から共に白亜紀最初期を示す菊石丁ん舳1刎舳{661伽

その他が東京大学の佐藤助教授によって報告されている

のでこれらの2層鮮はジュラ紀後期から白亜紀最初期

まで連続的に堆積した地層と思われる.山下界博士は

北上南部のジュラ白亜系の分布カミ3列に狂って生じた

ことを第60図のようにその概念図をつくった.

十三浜層群および鮎川層

共にジュラ系の最上部階とも考えられていた.鮎川

層は領石型の植物化石のほかに二枚貝のP0切Z3∫αゐ

(乃｡ゐ榊θZZα)刎伽伽閉κ6(N互UMAYR)R(五)∫んか0如刎ゐ

(YABEandNAGAO)その他の化石を産し厚さはお

よそ230mである.十三浜層群は下部の月渓砂岩層(厚

さ300m)と上部の立神互層(50m)に区分され半鱗半淡

棲異化石と植物化石とを含み鮎川層と同様にアｰコｰ

ズ質である.共に上部ジュラ系最上部または下部白亜

系の最下部と思われる.

山鳥層群

牡鹿半島の尖端部にあって玄武岩および安山岩質の

噴出岩と凝灰岩とからなる地層である.上部ジュラ系

よりは新しく有田統に当る大島層よりは古い.した

がって高知統に属するであろう.

4東北地方

北上山地南部の酉列には橋浦地方に十三浜層群中列

の牡鹿半島に鮎川層山鳥層気仙沼湾付近に大島噴出

岩および大島層東列の大船渡には大船渡層鮮および末

崎層群その北方の宮古から久慈付近に宮古久慈両層

群がある.阿武隈山地のものは双葉層群とよばれる.

最近においてジュラ系とされた北上山地の鹿折層群の

�

�

箱型済葬型帯型素

衛

�

第60図南部北上山地

における波山の進行を

示す鰯念図B,基盤

(中部二畳系とより古

期岩類)T:上部二畳

系(登来層群)I:中下

部三畳系(稲井層群)

S:上部三畳系(皿貝層

桝)Sh1下部ジュラ系

(志津川層群など)H:

巾上音11ジュラ系(禰油

層併など)O:下部

白亜系(大船渡層解だ

と)

{下界(工957)による

犬島噴出岩と大島層

気仙沼湾の大島には山鳥層灘に似た凝灰質岩石があっ

て大島噴出岩とよばれる.その上位には石灰質砂岩と

黒色頁岩とから桂る大島層がある.菊石のP〃伽グゴ｡ひ

θ舳赫肋伽加YABEandSHIMIzUや三角貝の戸柳0･

勿噛｡ηαん｡是加〃｡伽α(YEHARA)Rク｡〃ぴ｡κ榊ゐ

(YOKOYAMA)その他の物部川動物灘を産する.

大船1慶煽群

大船渡湾岸に分布し基底礫岩からはじまり下から

ぴしようじ

船河原飛定地および長磯の3層に区分される.粗粒

の堆積物を含み厚さは1500mある.下部に火山砕屑物

を含み上部には酸性凝灰岩を挾む.下部は山鳥層灘

や大島噴出岩に相当する.大船渡層鮮の相当層小本層

は北上山地北部の宮古付近やその北方にも知られる.

末崎層群

大船渡層灘の上には非整合で末崎層鮮がのる.下か

ら小山層および長崎層に分かれ厚さほおよそ500mで

ある.�
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大船渡層群の上部と共に三角員だと

含む浅海成層で布目ヨ統に相当する.

物部川型化石を

する厚さ145mの地層である.礫岩には花崩岩粘板

岩角閃岩砂岩斑岩珪質岩および絹雲母片岩等の

礫を含む.

宮古層群

大船渡層灘に接触変質を与えた花開岩類を不整合にお笠松層石英質の粗粒砂岩と一部に砂質泥岩を含む

おう宮古層群は宮古を中心として南北に細長く散在し地層で厚さは110mである.

ている.下から羅賀および下閉伊の両層に分かれる.

厚さは籾よそ200mで羅賀層は巨礫を含む礫岩で厚玉山層礫質部をはさむ中粒ないし粗粒の砂岩から

いところは100mに達する.下閉伊層の中部の石灰質なって一部に炭質物を伴い厚さは175mある.

砂岩から菊石のん伽肋0んψ伽∫舳ろωη吻必ω舳菊石にはA舳gα"ぴ伽3伽肋･1〃(YABE)var･

SHIMIzU,C加ZZo〃6召閉31重06030σ03施去伽グ㎜θ(SHIMIzU)クωα尾州刎6T0KUNAGA&SHIMIzU,“Hα榊伽3"sp.aff.

P伽励ψ加∫ツα昭ω脇SHIMIzUや三角貝その他を多G伽肋06㈹∫3～必60〃ψザ伽舳(F0RBEs),“H."sp.c£

く産する.宮古統の下部および上部を代表する.Po伽桝ん｡εε閉30あ3Z〃｡肋〃(JIMB0),肋械｡6舳｡ブ三例･

施狐TOKUNAGAandS削MIzU,X尾｡去｡{TOK.&SIM.,

久慈層群K〃伽〃･o{TOK.&SエM｡,イノセラムスの〃06θサ伽7吻3

北上山地北部の東縁には久慈層群カミあって1回の堆㈹ψ〃吻13兆YEHARAemNAGAO&MATsUMOTO,

積輪廻を示す.下から玉川層国丹層および門沢層に三角貝のH碗肋砲｡肋∫･･ろ｡ηαZゐ(JIMB0)その他

分けられる.浦河からヘトナイ統下部にわたるものでの貝化石を産する.

時代を明示する菊石のHα刎肋∫(Po伽桝ん｡む6f伽)また海棲爬虫類や魚化石のほか時代決定に有効な小

5･必舳♂〃Z碗〃τYOKOYAMA,G伽"ツα1湖ゐ刎砂κ6α肋〃型有孔虫の8〃6{605担〃｡"舳ルエ肋α伽ゐAS州O,

(JIMB0)やイノセラムス肋｡c01伽舳5ノ砂｡肱〃∫NAGA0αoろ｡炉舳6伽αω舳伽αZα加(REUsss),ん一〇閉αZ加α

&MATUSM0T0,五∫c1･〃z脇6MIcHAEL等および植物力4加31ユ加α伽ゐAS州｡等も含まれる.浦河統から上

化石を産する.植物化石は上部白亜系を示す中生代型限の時代は不明瞭であるが下部ヘトナイ統に達すると

および古第三紀型の双方が混在している.さらにエビされる.

の化石〃〃ψα閉り砂0肋αNAGAOや魚の化石を得ら

れている｡火山活動と著しい地殻変動

北上山地では山鳥層群に相当する玄武岩および安山岩

双葉層群質の噴出岩大船渡層群の上部に酸性凝灰岩の噴火カミあ

阿武隈山地の太平洋岸には二畳系の高倉山層灘とこれった.これらは白亜紀の初期で北海道の空知層群の

を貫く花開岩を不整合におおう双葉層群がある.常磐火成活動に対応している.その後に翰岩や花筒岩一閃

炭田の古第三系によって不整合におおわれる.最近茨緑岩および斑続岩の貫入があった.久慈層群の上位に

城大学の斎藤登志雄先生によって研究され整合関係にも石英粗面岩の噴出が知られる.これらの噴出はヘト

ある下部中部上部に3分される.第6!図に層序のナイ統で行なわれ何れも小林名誉教授の大島造山運動

概念図を示す.に伴う火成活動として重視される.

宮古層群はそれ以前の中生代に比較して地質構造が単

品沢層基底礫岩を含む粗粒な浅見川部層と泥質な調たので宮古以前に激しい地殻変動があったと思われ

砂岩や泥岩からたる大久保部層からたって下部には樹る.

幹の化石や植物片を含み上部には多くの動物化石を産

常磐炭田の古第三系.(躰醐汁圭蛙ま糞義義嚢嚢

.=5三遠望…壬蔓草姜葦…姜姜言;妻…王墓…出量…置峯………喜妻妻書…ξ讐:一=王晶=一曇一第61図

.義萎萎萎萎嚢姦萎嚢嚢嚢嚢萎1姜婁姜蓑嚢姜萎萎嚢葵葵葦灘鰯鰐

嚢萎萎菱義嚢姜姜姜彗肇姜姜襲壁撃鰯腰鮎葉簾…鶏

五･嚢1萎萎姜萎萎萎萎萎嚢藪萎1琴奪琴萎萎嚢葬議警繋享㌻おおったことを示

｡_}一｡･}･∴花鳥岩二｡沫�



東北日本の深成活動

北上山地第62図に深成岩類の分布を示す.氷

上花陶岩とよぱれるものは中生代初期またはそれより以

前のものと見微されるので除外する.図で見られるよ

うに酉から千厩などの第1帯竹駒などの第2帯山田

一宮古その他の第3帯に分布し地質調査所の広川治課

長(1954)らの目請一気仙沼構造線とほぼ並走する.新

潟大学の島津光夫博士(1964)は東北日本の白亜紀花筒岩

を総括し篤63図のように示した.第1帝のものは角

閃石黒雲母花闇閃緑岩～石英閃緑岩第2第3両帯のも

のおよび第1第2両帯の東側の小岩株をするものは角閃

石黒雲母花闇閃緑岩～トロニエム岩で1部に斑紡岩～

閃緑岩を伴い第3帯には石英モンゾニ岩カミ伴う.第

1帝の東側には角閃石黒雲母花開閃緑岩の岩株があって

北上の花商岩類の先駆をすると考えられる.主要な岩

体の迷入に先立ってかなり規模の大きい超塩基性岩～変

質簸蛎岩カ噴火した.そのおもなるものは目請一気仙

沼線や早池峰構造線にそい他にも処々に見られる小岩

体である.宮古花開閃緑岩は高知世の原地山層を貫き

宮古世の宮古層灘におおわれる.地質調査所の柴田賢

技官ら(1962)の絶対年数測定の結果は1.0～1.3億年とさ

れるのでその時期はほぼ間違っていない.

阿我隈山地古期のものは目立地方の圧砕花闇岩

微文象斑岩と阿武隈山地の全体に広く分布する片状構造

の発達した底盤状の花開閃緑岩でこれらは中生代初期

のものと見傲される.それらの先駆として超塩基性岩

蟄濡岩輝緑岩がある.古期の貫入岩は変成岩に対し

て調和的に貫入する.新期のものは東部の花闇閃緑岩

と岩株状の黒雲母花開岩両雲母花筒岩である.双葉

畑川面破砕帯の方向に一致してのび南北方向をとる.

それらに先行して超塩基性岩斑板岩もある.岩株状

…≡

⑧o

'竃

凡例

鰻新期深成岩

...･｡0古期深成岩

津㍗1鷺

第62図

北上山地の深成岩

類分布図

a.久慈花開砦

b.普代花陶岩

C.姫神山花嗣治

d.宮古一山因花

筒砦

e.遠野花開岩

{.千厩花街着

g.水上山花嗣岩

h.五葉山花開岩

(半沢正四郎1954

による`都追加)

のものは必ずしも方向カ竜一致してい渋い.阿武隈の新

潮花闇閃緑岩の絶対年数は地質調査所柴田博士によると

9,200万年と算出されるのでほぼ宮古階の後ギリヤ

ｰク階の前と推察される.

裏目本の朝目山塊北部では3つに大別され

1つは変質輝緑岩一閃緑岩斑梅岩と密接な関係をもつ

片理の発達カ主著しい細粒黒雲母花陶岩と片麻状角閃

石黒雲母花闇閃緑岩2つは片理の弱い角閃石黒雲母花

筒閃緑岩で3つは片理のない中粒角閃石黒雲母花商閃

緑岩(大檜原花開閃緑岩)と岩株状の石英閃緑岩一花筒

岩で白亜紀のものであろう.南部にも古いものカミある

カミ新しいものは粗粒黒雲母花開岩で小川花開岩ともい

われ白亜紀末頃の広島花開岩に似たところがある.

飯豊山地のものは古いと推定される実川花嵩閃緑岩と小

川に似ている黒雲母花繭岩の草水花陶岩がある.

5西南日本外側

5･1秩父黒帯(中列)

西南目本外帯および関東山地には古生界の地帯に中

生界カ茎盆地状構造や複向斜構造をなして分布する.こ

れがいわゆる秩父黒帯である.秩父黒帯において白亜

系の分布するおも妊る地域は関東山地では山中地溝帯

(秩父付近)三重県志摩半島東部和歌山南方湯浅付近

徳島県勝浦川盆地高知県物部川一領石一佐川一越知等

の講盆地宮崎県高千穂付近熊本県八代南東地方等で

ある.これらの地域の白亜系は互に共通性があって

かって一続きであったかまたは密接た関係をもってい

たものである.小林先生は白亜紀前期の古地理図を第

64図のように示した.当時の海岸線の概要はこのよう

に示される.

�

A領石層群

領石層群は島単層鮮の上に整合または非整合でのる.

第63図淘汰不良の礫岩アｰコｰズ質の砂岩

向亜紀花閥岩

受入管請_気暗灰色の頁岩からたって一部には赤色

鰯賀仙礫岩を純半鱗半淡棲の貝化石や植

C.焼石岳構物化石を多数に含む.これらのうちに

造線

D.双葉破砕は特色のあるP腕肋伽オ0(N砂0泥0･

帯

轟畑川破砕伽加)び…肋舳ゐS･…1や“肋伽･作

･葦面藤燃"鮒㎞舳BピNAGAO

帯等の貝化石を含む.浅海棲の二魚貝には

DH.鳥海～石

巻線ハゆク｡刎炉を072加舳〃〃z伽〃(YEHARA,

玉｡利根川構

造線丹〃｡かを｡刀あク06棚批ηπク3(YOKO･

J.片品川構

灘津光夫･･M･)等も知られる･

1964による)�
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島統

2｡洛東湖合物部川統

3.豊西湖公宮古統

4.石徹白湖X洛東脇野統

5.石徹白相当の湖二二室島期の海岸線

一目古期の海岸線

第64図

自亜紀前記の

日本古地理図

(小林貞一

1941による一

部修正)

A一コ四国

高知県では北中南の3帝に分かれて分布しているが北

帯の領石層群は赤色礫岩を含みいわゆる領石植物群を

産するカミ動物化石で時代決定に有効なものはない.中

帯には北帯と同様な領石層群のほかに貝二百山層とよばれ

る半繊半淡棲異化石のほかに浅海棲の三角貝も知られる.

前帯のものは数種の三角貝を含む浅海成の山神層である.

すなわち北から南に向うにつれて淡水一半裁半淡一

浅海成と移り代る傾向がある.

徳晶県では北帯の立川層および中帯の菖蒲層カ噸石に

当る.立川層は多くの場合に周囲カミ断層だが一部で

は千枚岩質の古生界を不整合におおうといわれる.糖

色をおびる基底礫岩をもち石灰岩のレンズを含むもの

で厚さは約500mである.菖蒲層は鳥巣相当層の栗坂

層を整合(?)に覆い厚さ350mの地層で礫岩からは

じまる累層で半餓半淡棲異化石や植物化石を含む､礫

岩には花開岩や石英斑岩の礫に含む.

A･2九州

九州の地質構造図を第65図に示す.南西部の目奈久

地域では第66図のような帯状配列が見られ火成岩変

成岩およびシルノレ系を含む走水帯の北側の目奈久帯の南

縁にそって非海成の川口層走水帯の南側の坂本帯の南

縁にそって海成の海浦層が共に細長く分布し下位

の地層とは断層であるが坂本帯の中軸部では向斜をだ

し坂本帯の南側のものは細長く分布する.薄い炭層

をはさむ.厚さはおよそ150mで海成領石統に当る.

川口層は坂本帯の北方の付近の目奈久帯(いわゆる黒瀬

川構造帯の北側の部分)の南縁部にそって東西に細長く

分布し層厚は350～400mの2回の堆積輪廻を示す地層

である.非海成領石醐こ当る.

大分県と宮崎県との境の臼杵付近には黒瀬川構造帯

やまぷLぱのもと

が通っている.この付近の白亜系の山部之元両層は

領石相当層である.山部属は臼杵の南西で古生界を不

整合におおい一部では断層で接しまた上部ジュラ系

と考えられる新開層を不整合(?)でおおう.基底礫岩

には花陶岩石英斑岩緑色片岩粉岩などの礫を含む.

厚さは150～230mで半裁半淡棲異化石と植物化石とを

含み非練成の川口層は当る.之元層の礫岩にはチャ

ｰト斑岩シノレル系の珪質岩(?)等の礫がある1本

属の一部には糖角礫岩も知られる.

たがやさん

臼杵付近には之元層に類似する大二百層高屋山層舞

獄層のほかに中生界上部とみられる高畑層および田

原層がある.いずれも化石によって地質時代を決定す

ることカミできない.

纂｡｡図

■■一多九州地方の地質構造図

/形髪1譲(松本達郎･…による)

灘百一一義麟翻の

■I一領家片麻岩類の

構造方向第66図

九州目奈久付近の地質構

造略図

(神頼耕の主部は三畳系

團嚇類管鶯謝1瓢松本達

囲領家㈱.圏四万十鱗

i:㎜中生界

』｣宮原花筒閃緑岩窺

観火成岩･変成岩穎

繍古生界

灘�
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A-3紀伊半島

湯浅付近の領石統は湯浅層と北谷層とである.上位

の物部川層灘と共に激しく榴曲しており東西性の橿曲

軸をもつ.湯浅層は断層で古生界と接し下限は未詳

だが基底礫岩と思われるものから始まり厚さは50～100

mと思われるものから始まり厚さは50～100mで古

生界を不整合におおったとみなされている.北谷層は

礫岩にとぼしく下部物部川層群の分布している背斜部

に現われ厚さは150mをこえる.共に半餓半淡棲異

化石と植物化石とを含む.湯浅層は入江ないし瀕海の

北部で堆積し一部に淡水成層を含むカ童北谷層は堆積

盆地の中軸部のものであろう.

三重県下では三列をなして松尾層が古生界中に分布す

る.松尾層下部が領石相当層である.砂岩頁岩に礫

岩を挾みP伽α60τ祝α･ZαC£舳6んμ伽5みその他の貝化

石と植物化石とを多産する.上部ジュラ系今浦層との

関係は不明である.礫岩には圧砕花開岩石英斑岩

古生界の岩石を含む.厚さは200mをこえる.松尾

層上部は下部との関係は不明で物部川層灘に当ると見

徴されるる.

A･4関東山地

関東山地の一部には古生界中に地溝状に細長く白亜系

が分布し山中地溝帯の名がある.ここには本谷層群

がある.下部の古屋層は厚さが800mもあり高知統

に当る.

巫物部川癒群

領石層灘の上に非整合または整合でのるところの海成

層を主とした地層である.基底部に著しい礫岩があり

それには花筒岩礫を含む.三角貝を含む砂岩と菊石を

含む頁岩からたる.2回の堆積輪廻によって2つに分

けられる.厚さは全体で約1000mに達する.いわゆ

る物部川動物群を含み一部に鳥巣型の礁状石灰岩やオ

ノレヒドリナ石灰岩もあり部分的には領石型の動植物化

石を産する.

逓一1四国

物部川層灘は秩父黒帯の北帯と中帯にある.高知県

では北帯の下部互層灘は礫岩からはじまる累層で厚さ

はおおよそ400m“肋閉｡0肋加"α"∫伽6肋κ舳あ,丹θm･

カ海｡〃αク｡じ棚伽舳む(γo尺)等を産し中帯のものは

船谷層ともよばれ厚さは300mである.上部互層群

は北帯で目比原層または黒原層中帯では荻野層とよ

ばれ厚さは目比原層が700m荻野層が200mである.

前の2層から三角貝の1V≡妙0η0炉を0肋脇1κ肋伽

(YOKOYAMA),丹〃｡かな｡〃伽1-o尾加〃｡伽α(YEHARA,

Rク06泌伽1榊ゐ'荻野層からW妙｡ηoかを｡刀加伽〃一

τ〃α舳{(YEHARA),Aω〃挑｡炉な閉加榊07･～伽"(YEHARA)

を産する.

1まのうらまみだに

徳島県では北帯の羽蒲層中帯の狸各層が有田統に当

I宝うじ

り宮古統には北帯の傍示層と藤川層中帯の中伊豆層

セ前帯の正木谷層は高知ないし宮古統に当るであちう.

羽蒲層は立川層の上に一部不整合他では整合にのって

背斜部と向斜の南側の翼部から立川層を露出させる.

下部に礫岩や砂岩カミあって泥岩を主体とした地層で

厚さは300～400皿である.有孔虫0肋¢o伽α3脇｡肋･

伽{5HANzAWAを含む石灰岩もある古種々の菊石

P〃η尻ψん伽5(P∫θ〃｡挑〃τ棚α舳加)ん030舳α碗36∫YABE

&SHIMIzU等のほかウニやサンゴを産し主体は海

成層であるが一部には半餓半淡棲異化石や植物化石も

含まれる.狸各層は菖蒲層に整合する地層で厚さは400

mあり一部に礫岩を含む.礫には古生界の岩石のほか

石英斑岩がある.肋閉あψ棚妨(P5伽"ん鮒棚舳肋)

ん03α舳伽みのほか三角貝も知られる.海成層である.

傍示層は他の白亜系と共に東西性の溜出によって向斜

部と中軸部の背斜の北側に現われる.厚さは500～600

mで砂岩にとむカミｰ部に礫岩や泥岩もある.礫に

は古生界の岩石のほかに石英斑岩や花陶斑岩カミある.

三角貝が知られる.一部に炭層をはさみ稼行された

ことカミある.中伊豆層は狸各層に整合し砂岩にとむ

地層である.N砂0710かを｡肋脇1κん{〃吻が知られ

ている.前帯の正木谷層は礫岩からはじまり砂岩泥岩

にいたる累層で小さい砂質石灰岩を伴う.鳥巣層群

を不整合(?)におおい種々の三角貝を産し石灰岩に

は有孔虫が知られる.礫岩には花開岩や翰岩等の礫を

もつ.

みかめにぎゆう

愛媛県西部の三瓶町には二及層とよぶ下部自亜系がご

くわずかの分布を示す..古生界を不整合におおい北

側は変質した斑板岩と断層(衝上?)で接する.厚さは

わずかに50m位で礫岩を伴いそのうちには花筒岩斑板

岩流紋岩讐の礫がある.N砂0刑0な確｡η加熾〃棚伽〃,

ア肋I0后砲0"α1･0級α減0伽α等が産する.その東方の

城川町(黒潮■1構造帯の模式地付近)には菊野谷累層とよ

ばれる地層がある.鳥単層灘を不整合におおうと考え

られ砂岩を主体として種々の三角貝も知られる.物

部川相当層と見倣される.三瓶町西方の高島などには

高島層がある.永井浩三教授ら(1965)は高島層下部か

ら有田一宮古統の貝化石を採取した.上部を高島層か

ら分離しミックリ層を区別した.ミックリ層は層位学

的に上部白亜系と推定された.花筒岩や結晶片岩の巨

礫を含む粗粒な堆積物である.�
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臥2紀伊半島

有国層は領石相当層を整合におおい有田階を示す代

表的地層であって酉広層および井関層によって平行不

整合におおわれる.東西性の摺曲によって南北にくり

返されているが北部相と南部相とに分かれる.北部

相は礫岩からはじまり頁岩に至る輪廻を示し時代を明

示する菊石ん45肋脆31伽a旺〃君!4∫ANDERsON,

醐α沈〃06θ閉3cf.ク｡〃2η加NND.,H"榊〃肋θ∫sp.,

庇伽06例8af£鮒伽(D'ORB),三角貝のN砂0η0一

かを0〃α尾荻τκ肋〃脇,P切･0炉舷0η加ん0触α{60伽αその

他の貝化石や植物化石を含む.厚さは150～250mで薄

い炭層もある.礫岩には人頭人におよぶ礫も時には見

られ礫には低度の結晶片岩一千枚岩石灰岩輝緑凝

灰岩が知られる.南部相は細礫々岩ないし砂岩からは

じまり砂岩と頁岩を主体とする.頁岩には鳥巣型貝化

石を含む石灰岩をはさむ.礫にはチャｰト砂岩およ

び粘板岩が多い.イノセラムスその他の化石も含む.

酉広層は上部互層灘の北部相で厚さはおおよそ450

mあり砂岩にとみ礫岩や頁岩をはさむ.また炭層

もある.半餓半淡棲異化石や植物化石も含む.上部

には浅海棲貝化石も見出される.一部には浅海成層も

ある.基底礫岩は北部では30m位あるが南部ではごく

薄くなる.浅海棲化石には三角貝のN砂0η0かを｡肋

燃κ脇α,P姉0流g0ηわク0C〃伽閉匹ゐ,Rん0級α〃0伽α

が知られる.井関層は南部相で厚さは酉広層とほぼ

同じである.地層は東か厚く酉に向って薄く在る.

浅海成層を主体としイノセラムスが知られている.

酉広層には火成岩源のものが礫として含まれるが井関

層にほ礫の多くは水成岩である.三重県下の物部川相

当層は松尾層上部とよばれる.礫岩砂岩頁岩から

なって石灰岩の小レンズを含む.かって上部ジュラ

系と見傲されていた.松尾層下部との関係は不明であ

るか厚さほ300mをこえる.丹㈹惚｡肋ん｡脇α肋α伽

その他の貝化石や積物化石を産する.

忍･5九州

西部地域の有田統に当る八竜山層は非海成の領石相当

層を整合におおって目奈久帯の向斜の南翼だけに細長

く現われ厚さは300～400mである.下部には非海成

層を含むが上部は海成層で三角貝のほか菊石の

L桝｡c伽5ξsp.,〃炊㈹∫sp.等を含む.宮古統下

部の目奈久層は目奈久帯の主部の向斜部を占め八竜山

層とは非整合の関係にある.厚さはおおよそ800mで

ある.礫岩には花陶岩片状花嵩岩閃緑岩蛇紋岩

等を礫として含む.菊石のCOZ舳肱㈹3sp.,ん伽一

〃砂肋3～sp.三角貝ではN妙｡〃｡炉嬉｡〃加肋肋6ん肋",

丹α切確｡肋ん｡雇脇ゐαηα,R("脇確｡肋)sp.等の

ほかに半鮫半淡棲の地加㎜舳伽α加｡肋鋤αフ閉3ゐ

(GRABAU)も知られている.宮古統上部の八代層は

目奈久帯の向斜部にわずかにその北の宮地帯の南半部を

占めて西南西一東北東にのびを.目奈久層を不整合に

おおル･厚さは200～270mである.礫岩には火成岩類

結晶片岩千枚岩その他の礫も含む.三角貝N牡

ク｡ηo加8.oηあ居挽肌肋伽αク〃6α加KOBAYASHIandNA肌･

NO,N.9〃〃閉切K0B.&NA区.,R泌扮〃9o加α3απん･

脇れ5{5(NAKANO),1)蛇ブ｡か舷｡〃αタｰ｡尾加〃｡α舳,

ん伽肋｡炉を伽加｡£3抄伽∫α(Y朋ARA),菊石の

肋9ω肌㈹3af£3工0励砂{(BOHM)等のほかに非海棲

のCor肋｡泌Zα(ηα㈹c附加ωZα)3例6肋8欄ゐYABEand

NAGAO等も含まれている,植物化石も知られる.

目奈久帯の白亜系は中軸部に向斜構造をつくるカミ向斜

の南翼はゆるく南に倒れた転倒向斜をつくっている.

南限の一部では二畳系小崎層が白亜系の上にクリッペと

して衝上している所カ漁られている.

大分県南東地域には偏楯山層カミある.古生界および

領石統山部層を不整合におおい一部では半盆地状構造

をっくりまた構造帯にサンドイッチ状をなして古生

界と断層関係にある.また黒瀬川構造帯の一部をなす

古期花筒質岩と断層で接する.摘色をおびる基底礫岩

からはじまり厚さは850mをこえる累層である.礫

岩には輝緑岩花嵩若緑色片岩斑板岩石英斑岩

などの礫が見出される.P肋切確0肋乃0絨α肋"伽

その他の貝化石やウニ植物化石などを産する.八代

層に相当すると考えられる.

狸･4赤石および関東山地

長野県美和村には戸台層がある.赤石山地の三波川

帯の南側に接近した戸台構造帯にそって北北東一南南

西に細長く断続的に現われる.厚さは300mをこえ

下部礫岩中部砂岩頁岩上部礫岩砂岩の3層に区分さ

れる.礫岩には花陶岩石英斑岩安山岩結晶片岩

緑色岩石灰岩チャｰト砂岩等が礫となって入る.

二枚員のほか三角貝1V砂0η0勿嬉0切α燃鮒〃伽α,N.

舳舳α舳{,P施τ0切g0η加ク06タ蜥0r桝{5植物化石等カ漁

られている.物部川層鮮に相当するが一部には領石を

含むかも知れない.

関東山地の本谷層群の中部の:百堂層は砂岩と泥岩から

たって下部層の領石相当層に当る古屋層との関係はっま

びらかで校いが上位の新しい堆積輪廻を示す地層で

山中地溝帯東部では古屋層を欠いており直接に石堂層

が古生界と断層で接している.厚さは100～450mで三

角貝の"ψ戸｡ηo炉な｡〃α肋肋6〃伽",P妙｡加go〃αク｡ご一�
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"批榊ゐ,菊石の醐械伽{0c舳5sp｡その他を含み^

有田統に当る.上部は明ケ沢層または瀬林鰯とよばれ

2回の小輪廻を示し厚さの変化が大きく100～650mの地

層が整合にのる.明ヶ沢層の下部には硯貝C0棚α`Zα

5伽6肋伽ゐYABE&NAGAOその他の貝化石と植物化

石α〃ψ〃6肱sp.が知られる.上部は花陶岩礫

を含む礫岩の上に砂岩泥岩層がのり植物化石の破片カミ

ある.瀬林層には三角貝W砂0η0かを0肋脇2κ脇舳,

P脈0〃曲0"αC£ゐ0級α{30伽α等カミ産する.石堂

明ヶ沢(瀬林)両層は物部川層群に相当する.

C外和泉層群

和歌山県有因川流域には和泉山脈の南側に物部川層群

に当る井関層を非整合におおう外和泉層群カミある.下

位の白亜系と共に東西方向で榴曲カミくり返されている.

しばしば断層や不整合によって種々の層準が古生界

と接しまた時には下位の白亜系と推定される四万十帯

の地層とも接する.第67図に小林名誉教授のギリヤｰ

クの古地理図を示す.ただし最近の資料ではこの考

えは必ずしも完全でないが西南目本内帯には所々に小

さい窪地がありそして広い範囲にわたって中性一酸

性の火山活動カミ感んになりっっあったことをよく表現し

ている.

c･1紀伊半島

外和泉層群は下から下松原層(または金屋層)松原層

(または御霊層)二川層および鳥屋城層に区分される.

上松原層は北部相で礫岩からはじまり砂岩頁岩から

なる累層で厚さはおよそ400mである.イノセラム

スを産し南部相の金屋層は砂岩頁岩からなり菊石

“Ro㎜伽{66伽"sp.を産し共にギリヤｰク統に当る.

ノ

《

丯

陸地

匿…ヨ硯石統

⑧ギリヤｰク銃

×硯石類似層

第67図白亜紀刺靱の日本古地理図(小林貞一1964による)

1.対馬盆地2､中九州赤色盆地

松原層は上松原層を平行木整合におおい厚さカミ250m

で基底礫岩からはじまり砂岩にとむ累層で南部相であ

る.上部には酸性凝灰岩をはさむ.礫岩には古生界

などの岩石のほかに三都帯の変成岩に似たものや花庸岩

石英斑岩などの火成岩も礫として入る.イノ羊ラムス

にはZη06"初舳4∫(33昭抄加)α加〃砿舳{YEHARA,五｡£

碗｡θ舳ゐYOK0YAMA,五｡£㈹ψ伽ω㈱あY醐ARA,菊

石のG〃〃び6"伽ゐ〃3砂伽〃一舳(JIMB0),HoZco"3･

60〃θ5(茅)sp.,86砂あ肋8力泌7伽Z洲(JIMB0)等が知ら

れる･I北部相の御霊層は粗粒なものか少なく厚さは

増して400㎜位の浅海成層である.礫岩には花騎岩

などの礫を含む.金屋層を整合でおおい肋伽閉伽3

㈹砂〃脇π曲のほか菊石P0伽桝ん06㈹∫C£0脇κ伽1〃

(JIMB0),一P.sp.G伽`挽加〃｡3ηα3sp.,1〉;θoんツ〃06〃初3(ξ)

sp･,等を産し共に浦河統下部階に当る.

二川属は松原および御霊層を整合また部分的には古生

界を不整合におおう.厚い砂岩と頁岩の互層からなり

礫岩を伴う.厚さは900ないし1200m･である.〃06θ一

関舳κcf.刎刎刎伽加Y0K.,五｡f.伽6η5{∫Y0K.,τ

ノ砂｡肋αNAGAO&MATSUMOTO,τ561〃〃κMIcHAEL,

菊石ではGα〃び6伽5(ξ)sp.,月抄んα〃06εκα3a乱

伽〃〃刎{(YABE),亙刎炉砂ゐ06個5sp.,Bκ〃伽3sp.,P伽･

肋伽伽∫sp.,等を産し浦河統上部階ないしヘトナ

綿

H0帖`1冊0I',顯冊^血m'､I､帆･lllllユ･

上部判ヤｰク説{K4β〕

働.､

紀

ミ,

亀

^㎜m｡'I｡'仙11H･m.;岬脇

〔陥｡ト陥β十K5η

鱗灘

欝､簿廠

第68図回本地域で上部白亜系の細分に有効征イノセラムス�
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イ統下部に当る.

島屋城層は二川層の酉の延長部である.砂質シノレト

岩を主として砂岩をはさむ.菊石ではGα"ぴ舳3

切274砺閉切榊YABE,H側6枕舳ωg鮒ゐ〃(BAILY),

Bo就び6ん｡c"伽｡£αω4如η3θYABEem.SAsAI,B.

ゴ砂｡加α舳(YABE),月αα〃腕sp｡,イノセラムスでは

〃㏄θ㎜刎〃8361〃η〃〃,五ろωZ枕鮒var.`ηω伽ωNA･

GAO&MATSUMOTO等を産する.第68図に上部白

亜系の細分に有効たイノセラムスを示す.

C･2四国

高知県の外和泉相当層は北帯に下部ギリャｰク統四

ツ自層と上部ギリャｰク統宮原層がある.四ヅ白眉は

泥岩を主とする地層で地質構造カミ複雑なので厚さは

不明である.菊石のD舳z05㈹∫(S･L)sp･を産する.

宮原層は砂岩からはじまり泥岩に終る累層で厚さば

250mである.λ6伽硯｡炉な｡η加μ3切Z05α(NAGAO),

A.棚ψ吻(YEHARA)A.Zoηg〃｡5α(JIMB0)等の三角貝

カ漁られる.中帯ではギリャｰク統永瀬層と浦河統繕

佐古層で永瀬層は下限カ沫詳で厚さは200㎜をこえ

三角貝ん伽砺0勿竜0曲C£棚砂α等を含む.楮佐

古層はλ."砂αのほかル0∫㈹閉り砂0肋刎,五C五

舳舳伽〃等を産す.薄い酸性凝灰岩をはさむ.

徳島県では北帯のみに現われ藤川層と宮倉層とよば

れる.藤川層は東西性の向斜構造をつくる.一部で

は古生界をおおう.基底部は嫡色をおびる礫岩や砂岩

からはじまり頁岩を主体とする.礫岩には千枚岩

塩基性火山岩酸性火成岩やチャｰトの礫がある.わ

ずかに花陶岩が含まれることカ泣川羽浦両層と異なる.

厚さは300～500m｡である.かって菊石のP伽π06θ汽ω

c£閉舳03舳MEEKおよびB伽4伽庇伽∬肋Zo是一〃舳

･ソ

YABEandSHIMIzUの産出によって宮古世のものとさ

れたが最近では〃｡c伽舳3および菊石のD3㈱03㈹∫

ゴ砂･庇αYABEに似たものや双子葉植物の産出によっ

てギリャｰク世のものと考えられる.宮倉層は砂岩お

よびシルト岩からなる.肋ω㈹η舳ゴ砂0泌α∫のほか

菊石では肋α〃伽∫sp.,G伽肋伽オ6伽∫sp.等のほか三

角貝や箭石を含む海成層である.礫岩には花闇岩など

の火成岩礫を含む.浦河統たいしヘトナイ統に当る.

C･5九州

ともち

八代南方には下部白亜系八代層を不整合におおう砥用

層カミある.宮地帯の北半部を占めて分布する.八代

層を不整合におおう1累層で厚さは100～230軸である.

粗粒恋地層で礫岩にとむ.礫種は花陶岩閃緑岩

花筒斑岩斑梅岩輝緑岩珍岩安山岩蛇紋岩結

晶片岩古生界の砂岩頁岩粘板岩チャｰト石灰

岩塩基性凝灰岩中生界の砂岩礫岩等で種類は多い.

汽水棲貝化石のほか海棲の菊石"ω"ωC£60妙㈱一

舳肋MATSUMOTO,Ko∫∫閉α庇〃伽(s■.)aff.肋刎α〃

(STOLIcz鮎),研α伽066欄2sp.等や植物化石もある.

ギリャｰク統に属す.

大分県臼杵の南西方を通る臼杵一八代構造線の南側に

困野層がある.広く阿蘇の灰石でおおわれている.

宮古統上半部の侃楯山層を不整合におおい稽色をおび

る基底礫岩からはじまり3つの輪廻を示す厚さ約950

mの地層である.礫岩には花商岩流紋岩石英斑岩

緑色岩粉岩チャｰト砂岩などの礫をもつ.菊石

のMθ∫功脳05加｡f.ツ泌67物5ゐ(JIMB0),8ω加肋6∫sp.

イノセラムス畑｡cθ閉刎ωん｡加肋θ棚ゐNAGAO&

MATSUMOTOその他を産しギリャｰク統砥用層の相

〆､.磁篭就

》'･､

ぺ幾訟一命

〃2灘一1凡例

二1滋/富崎磁繊白亜紀後主｡の目鰯～鰯陸地

1備･戸内側徽饗る)㈱一1･･1;榊

L山…鰯地向斜

ψ'�
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当層である.臼杵一八代線をへだてて下部大野川層

灘と岩相上に類似点があるが厚さは薄いところが異放

る.南側の古生界とは断層で接する.

第69図に松本教授による九州における白亜紀後期の古

地理図を示す.

C･4赤石および関東山地

赤石山地の外和泉層群相当層は氷窪層である.静岡

県水窪町付近の中央構造線の東側こ小区域に分布するも

のである.古生界を不整合におおう部分もある.向

斜構造をつくり一回の堆積輪廻が示される.三角貝

や双子葉植物化石を含みギリャｰク統に当る.

関東山地の山中地溝帯には本谷層群を不整合におお

う三山層がある.東部に限って分布する.本属はか

って河原沢層鮮とよばれたものの主部で厚さは500～

1300狐.貝化石サンゴ菊石等を産しギリャｰク

統に当る.

西南目本外帯の秩父黒帯は関東山地のものと共に白亜

系の層序は場所によって若干異なっている.そして

各層の相互関係は不整合非整合非整会一整合整

合とまちまちである.それと共に一般に非海成層は

北部にあって南側のものが海成層である.そして地

層は古いものから新しいものに順次に重なるだけでな

く白亜系のうちには古生界を直接におおうものもある

とされる.大局的には領石物部川および外和泉の

3層鮮としてまとめられる.このことは白亜紀では大

きくみて3回場所によってはさらに地層の堆積中に若

干の小規模な地殻変動の存在を示す.なお礫岩中に含

まれる礫種のうち結晶片岩や千枚岩はおそらく三波川

帯(それと同時期の古生界の弱変成の部分)またはいわゆ

る黒潮I1構造帯に伴った変成岩から花庸岩その他の火

成岩礫の大部分は古い領家帯の一部たいし黒瀬川帯を

つくる火成岩から由来されたものと思われる.広い意

味では中列に属するカミ上述の諾層とはやや趣を異にす

る地層がある.それは赤石山地の西方の伊平層と四国

の真穴層とである.伊平層は三波川帯の南縁に近い部

分で輝緑岩一班栃岩中に周囲が断層関係で構造的に膜状

に取り込まれ粘板岩砂岩を主とし礫岩チャｰトお

よび石灰岩を伴うもので時代は明瞭でないが中生界

の可能性があり真穴層はやはり三波川帯の南縁部に近

く三波川帯と秩父黒帯と共に構造関係にあって蛇紋

岩や斑板岩一閃緑岩によって接触されている.砂岩に

とみ粘板岩汝いし頁岩を伴いそのうちに植物破片が

あるが他の化石は発見されていない.岩質からみて

白亜系の可能性もあるが他の地質系統との関係は全く

判らない.ことによると高島層または大野川層灘に類

縁関係があるかも知れ狂い.

篤70図に小林先生の一白亜紀後期の古地理図を掲げる.

最近の資料から若千の修正が必要とされよう.

(筆者は地質部地質第2課長)

新刊紹介1

石油学会編｢眉曲事典｣(朝倉書店)

本書は石油知識の向上ならびに石油関係者の実務の

上に必要と考えられる事項を余すところなく網羅して

その要項を伝えている良書である.

近年わが国の貿易自由化計画の進展に伴い世界的

に低廉な石油の確保が経済的た必然性として強く前面

に押出されるにいたった折から石油のもつ高度な国際

的性格からして広い視野に立った物の考え方が要求さ

れるのはもちろんであるがまず重要なことは石油そ

のものに対する一般の深い関心と正しい認識であろう.
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おけるあり方敢り出し方取り出した石油天然ガスの

処理から製品の性状ならびにテスト方法それらの製品

がわれわれの手許に配給され消費される実状と広範

板石油産業に関連する公害の留意点特に経済の項目に

おいてはわが国の石油経済割青を中心に世界の石油

経済史を明解している点など理論と実務をたくみに結

ひつけ理解をとおして実際面の景観を把握させてくれ

る新デｰタの結集である.
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